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機関リポジトリ概論



機関リポジトリとは

• a set of services that a university offers to the 
members of its community for the 
management and dissemination of digital 
materials created by the institution and its 
community members

–大学とその構成員が創造したデジタル資料の管
理や発信を行うために、大学がそのコミュニティ
の構成員に提供する一連のサービス（クリフォー
ド・リンチ 2003）

• 「著者としての研究者」を支援する
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なぜリポジトリ？
（寸劇により説明）
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機関リポジトリのメリット

• 著作の可視性向上
（より多くの人に読ん
でもらえる）

• 研究成果物の保存・
整理

• 教育研究機関の活動
の説明責任、社会的
認知度・評価の向上
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そもそも、オープンアクセスとは?

• 学術論文等にウェブ上で誰もが無料でアクセ
スできること

• スティーブン・ハーナッド氏が1994年にML上

で提案したのが起源と言われている。
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転覆提案（1994）（要旨）

• 我々の論文執筆の目的は商売ではなく公にすることそれ
自体、すなわち、世界各地の同僚の目に触れ、関心を惹
き、そして積み重ねが命の学術研究という共同的営為に
あって、後続研究の礎となること。

• これまでは紙媒体が自分の研究を公にする唯一の方法
だったが、今は別の手段がある。公開ファイルサーバを皆
で構築し、これから生み出す著述のすべてをそこに置く手
段。

• 品質管理（査読と編集作業）、紙出版の権威感をどうする
かは問題

• 電子公表オンリーの世界が到来すれば必要経費は大幅
に下がる（出版社は紙媒体の75%、私は25%以下に下がる
と見積もっている）。必要経費は予備収入で捌けるだろう。
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機関リポジトリ（IR）

• オープンアクセス（OA）の２つの手段

–セルフアーカイブして公開

＝グリーンロード

• ホームページや機関リポジトリ等に掲載し公開

– OAジャーナルで公開

＝ゴールドロード

• OAジャーナルに論文を

投稿し公開
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機関リポジトリ（IR）

• 日本には約10年前に登場

• スティーブン・ハーナッド氏来日

–「OAは、グリーンロードで叶えるしかない、
このためには機関リポジトリで行うのが最
も効果的なのだ、著者は誰もがOAにしたい
と思っている、出版者はOAに
していいと言っている、すべて そ
そろっている」

–「あとは図書館がやるだけだ」

2015/02/27（岡山大） H26年度機関リポジトリ新任担当者研修 8



エルゼビアの場合

• Elsevier's AAM Policy: Authors retain the right to use the 
accepted author manuscript for personal use, internal 
institutional use and for permitted scholarly posting 
provided that these are not for purposes of commercial 
use or systematic distribution.

• Elsevier believes that individual authors should be able to 
distribute their AAMs for their personal voluntary needs 
and interests, e.g. posting to their websites or their 
institution’s repository, e-mailing to colleagues. 

• However, our policies differ regarding the systematic 
aggregation or distribution of AAMs to ensure the 
sustainability of the journals to which AAMs are submitted.

※AAM: Accepted Author Manuscript 

エルゼビア社ホームページより
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世界の機関リポジトリ
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先行事例に学ぶ
DRFのサイト drf.lib.hokudai.ac.jp
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ノッティンガム大学、エディンバラ大学
（英国）

• 原則的には、「百聞は一見に如かず」。デモンスト
レーションバージョンを見せる

• 教員は「雑誌危機」それ自体には全く興味がない

• 長期的な経費削減の点はあまり強く主張するべき
ではない

• 物理学以外の学問分野の研究者は、プレプリントを
公開するという考えをひどく嫌う
– e-プリント機関アーカイブのセットアップ（ARIADNE, 31,2002.3）
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グラスゴー大学（英国）

• 様々な委員会でプレゼンテーションをして、おおむ

ね勇気付けられる反応。しかし実際にリポジトリに
コンテンツが集まるかどうかは別

• イベントは教員との対話のきっかけを得るうえでは
役立つが、コンテンツの増加にはつながらない

• OA運動に共感すると予想される教員の支持を集め
る方法として、教員個人のウェブページの調査
– 機関リポジトリをコンテンツで満たす（ARIADNE,37, 2003.10 ）
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ロチェスター大学（米国）

• 「それを作れば、彼らはやってくる」というせりふは
今のところIRには当てはまらない

• 教員にとってのIRの最大の価値は、 IRに投稿した
研究成果を他の人々が発見・利用して引用すること

• 「機関リポジトリ」という言葉は、必ずしも個人の
ニーズや目標ではなく、機関のニーズや目標を支
援・達成するために設計されたシステムであること
を暗示してしまう

• インタビューから得た言葉を使ってIRを説明する
– より多くのコンテンツを機関リポジトリに集めるために教員を理
解する（D-Lib Magazine, 11(1), 2005.1）
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ホワイトローズ連合（英国）

• リーズ大学、
シェフィールド大学、
ヨーク大学

• 専属のスタッフ（コンセプト
メイキングから広報、コンテ
ンツ収集・著作権処理の
実務まで）

• 強い推奨（strong encouragement）をしている。強制
（mandate)に進むつもりはない。（非常に好意的な研究者
であっても義務として強制されるのを好まない）

• トップダウンだけでは進まない。ボトムアップは不可欠

• 3大学のコンテンツ数のバランスに気を使っている
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クランフィールド大学（英国）

• 図書館全体で業務の一部

として運用している。

このことと、強力な協力者が

いることが成功の鍵

• コンテンツ収集の4つの課題

– 研究者は忙しい

– 出版バージョンと異なる版の流布を嫌う

– 全ての文献を搭載できないので、あたかも「自分の業績がこ
れだけしかない」ように見えてしまう

– 部門Webサイトのように研究内容や研究者情報を満載できな

い
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北海道大学

• 個々の文献の可視性向上が最大の目標
– 総体としての数の充実を求めない

– 遡及電子化（スキャン）に依存しない

– ゼロからのコレクション構築

• 個別営業による方針策定（営業＝説得でなくヒアリング）

• Web of Science定期調査による文献提供の勧誘

• 3層の広報活動
– 名前を売る：チラシ・ポスター（物量作戦）

– どうしてほしいかを伝える：説明会

– 効果を実感してもらう：ダウンロード数通知

- From Nought to a Thousand: the HUSCAP Project (ARIADNE, 49, 2006.10)
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どうやって始めるか？（例）

• 北大の場合

–全学教員にアンケート

–報告書を作成

• 小樽商大の場合

–課長を説得

–図書館委員会

–紀要編集委員会

–各教授会まわり
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北大で行った教員向けアンケート



2015/02/27（岡山大） H26年度機関リポジトリ新任担当者研修 20



2015/02/27（岡山大） H26年度機関リポジトリ新任担当者研修 21



2015/02/27（岡山大） H26年度機関リポジトリ新任担当者研修 22



2015/02/27（岡山大） H26年度機関リポジトリ新任担当者研修 23



2015/02/27（岡山大） H26年度機関リポジトリ新任担当者研修 24



機関リポジトリ業務

決まったやり方はない

大学に合った方法で進めるのが
一番
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日本の機関リポジトリのコンテンツ内訳

IRDB（http://irdb.nii.ac.jp/）より
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機関リポジトリのコンテンツ

• 所属研究者の研究成果（と機関の活動成果）

– 学術雑誌掲載論文、学会発表資料、記事、コラ
ム、サイエンスデータ、教材、紀要、学位論文

– 所蔵資料の電子化ではない

– メタデータ（書誌情報）だけのデータベース構築で
はない

• コンテンツは増え続けるもの
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教員の協力なしでは成り立たない

• ファイルは教員が持っている

• 図書館は教員のセルフアーカイブの代理投
稿

• 機関リポジトリは図書館のデータベースでは
なく、機関（大学）のデータベース
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例えば、教員への様々な働きかけ

• 兵庫教育大： 「卵より鶏をつかまえる」

• 小樽商大： キリ番著者インタビュー

• 北大: いいとも作戦

• 教員インタビューは、図書館の他サービスの
アピールや他業務の改善ヒントにもつながる
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例えば、大学のOA方針策定等

• 北海道大学（H19）

– すべての研究者に、成果を機関リポジトリで公開すること
を「強く推奨」する

• 北陸先端科学技術大学院大学（H20）
– 研究業績DBに登録されている論文は教員からの申し出
がない限り機関リポジトリに登録

• 名古屋工業大学(H24)

– 著作権等の理由によりリポジトリに登録できないものを除
き、原則リポジトリに登録

• 旭川医科大学（H24）

– 論文関係の支払いは、公費で支払う場合、申し出がない
限り原則リポジトリに登録
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機関リポジトリ業務

•待っているだけでは何も進まない

•大学のサイズ・性質に合った方法

–小さい大学の方が！
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教員インタビューより（小樽商大）

• 自分の論文をいちいちコピーして学生に渡すのは大変な
ので、Barrelを指定して読むよう指導する、という使い方も
できますね。

• 知の社会貢献として、意味のあるプログラムだと思います。
学術情報の流通を促進する側面も画期的だけれど、大学
の発信力としても、Barrelは大きく貢献していますね。

• 論文というのは自己満足で書くものではないので、研究業
績として公表した文献について、Barrelのようなコレクショ
ンで公開していくのは当然のことだと思います。昔書いた
論文は公開することにためらいがあるという意見もあると
聞きましたが、その研究者の成長の過程を公開することに
もなりますので、有意義なことだと思います。
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一番の難関は館内の協力かも

• 館内の職員を巻きこむ

• 例えば

–教員全員を職員全員で割当てし、説明から登録
まですべて受け持つ

– インタビューに別の係が同行する

–支払い担当者やILL担当者、カウンター担当者が
登録コンテンツをゲット

–目録担当者がリポジトリへ登録
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ROAR: http://roar.eprints.org/
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よい機関リポジトリとは？
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最大のメリットは

• 図書館が中心となって機関リポジトリを推進

することの図書館にとっての隠れた最大のメ

リットというか恩恵というか楽しみは、発信者
（著者）としての教員（研究者）と身近に接し、

そこから、これまでになかった新たな図書館

サービスのヒントを得られることではないか

（http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf-ml/100/194.html）


